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大学院修了式、入学式とガイダンスの報告と紹介 

 
 

9月 9日（金）本学酒田キャンパス理事室において令和 4年度春学期の修了式を

挙行し、大学院生 1名が修了しました。修了生の齋藤隆悠さんは、中学校の教員とし

て従事しながら学修を続けました。 

式では、神田学長より修了証書・学位記が授与されました。祝辞では「仕事と大学

院生の両立に敬意を表し、教育者として、これまでの学びを人生に活用してほしい」

とお祝いの言葉を送りました。 

その後、齋藤隆悠さんから修了の辞を述べました。修士論文のテーマは「明治後期

における教育と公益」。日本における近代教育の黎明期とされる明治時代に着目し、

齋藤七郎を事例として公益学的視点からの２年間の研究成果について発表しまし

た。齋藤七郎は酒田市出身であり、余目小学校二代目校長として明治期に先進的教

育を実施した教育者です。 

特に、その中で「教育者は理想や思想を表明するだけではなく、現代の教育が直面

する様々な問題を解決するために、公益活動家としても積極的に活動を展開し、起

業家等の役割を果たす必要がある。七郎の教育活動は、公益の概念として、現代に

置ける我が国の教育の根本理念に内在されており、高い公益性を有している」と述

べました。 

修了生の齋藤さん、誠におめでとうございます！ 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年度秋学期 大学院入学式 

大学院ガイダンスを行いました 
 

9月 17日（土）令和４年度秋学期の大学院入学式、ガイダンスを鶴岡キャンパス大

学院ホールで執り行いました。大学院公益学研究科修士課程に、社会人として活躍さ

れている方が 1名入学となりました。 

式では、神田学長、武田研究科長が祝辞を述べました。研究科長からは「学と社会を

身に付けるための科学的な理論、方法論を学修することが大事な目標になる。色々な

人との出会いを通じて、自分の視野を広げていただきたい」と新入生を激励しまし

た。 

新入生挨拶では、鈴木 ひよりさんが「地域づくりのための専門分野を学ぶととも

に、対話による合意形成のスキルを身に着けたい。領域を超えた学びによって、地域

課題の解決と発展に寄与できる人材となることを目指します」と抱負を語りました。 

新入生の鈴木さん！ご入学おめでとうございます！ 
 

入学式後は、ガイダンスを実施。修士課程 1年、２年に在籍する院生も出席し、教

員・院生の自己紹介やプレ FD、履修登録等の説明がありました。新入生には、施設見

学を行い、職員の案内を受けながら、新たに始まる院生生活への 1歩を記しました。 

 

令和 4年度春学期 大学院修了式を挙行しました 

新入生挨拶を述べる 
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ぜひチェック 

ください！ 

ただ今、受講者を 
募集中です！ 


